
４
　
食
品
中
の
放
射
性
物
質

105

41 農林水産省 

食品中の 
放射性物質対策 米の検査結果（〜平成27年1月26日） 

50ベクレル/kg以下 
50ベクレル/kg超

～ 
100ベクレル/kg 

100ベクレル/kg超 
超過割合 

(％)  

平成26
年産 1,086万 14 0 0％ 

平成25
年産 1,104万 817 28 0.0003％ 

平成24
年産 1,037万 2,095 84 0.0008％ 

平成23
年産 25,063 809 592 2.24％ 

平成27年1月26日までに厚生労働省及び自治体が公表したデータに基づき集計。 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

米については、2011（平成 23）年産米において、一部地域で放射性セシウム濃度の高
い玄米が見られましたが、その後 2012（平成 24）年産以降は、吸収抑制対策などの取
組の効果により、基準値である 100 ベクレル /kg を超過した割合は年々減少し、2014（平
成 26）年産は 2015（平成 27）年 1月末までで、基準値超過はありませんでした。
具体的な米の吸収抑制対策については次のページをご覧ください。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日
	 ：2015 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）～ 2014 年度の情報です。

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
・4章QA87	 米の安全性は、どうなっていますか
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食品中の 
放射性物質対策 

農林水産省 

玄米中の放射性セシウム濃度に影響する要因（土壌） 

y = 1673.2e-0.164x 
R² = 0.6243 
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福島市平均 
(15.9 mg/100g) 

全国平均 
(28.5 mg/100g) 

カリ施肥による稲の吸収抑制対策 

土壌中のカリ濃度
が適正な場合 
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・玄米中の放射性セシウム濃度が高い値がみられた水田で
は、土壌中のカリウム濃度が低い傾向が見られた。 

・土壌中のカリウムは、セシウムと化学的に似た性質を
有しており、作物のセシウム吸収を抑える働きがある。 

農林水産省「農林水産現場における対応」より作成 

放射性セシウムの 
吸収は抑制される 

放射性セシウム濃度の高い玄米が発生する要因を調べたところ、土壌中の放射性セシウ
ム濃度が高いからといって、必ずしも玄米中の放射性セシウム濃度が高くなるわけではな
い。一方で、玄米中の放射性セシウム濃度が高くなる土壌は、土壌中の主な栄養素のうち
の一つのカリウムの濃度が通常より低いことがわかりました。
カリウムとセシウムは化学的な性質が似ているため、土壌中にカリウムがじゅうぶんあ
るとセシウムは吸収されにくく、カリウムが少ないとセシウムは吸収されやすくなるので
はないかと考えられています。
これらのことから、土壌中のカリウム濃度の低いほ場においてはカリ肥料を適切に施用
することで、玄米中の放射性セシウム濃度を下げられることがわかりました。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2014 年 3月 31日

関連Q&A
・4章QA3	 農林水産物の安全性を確保するためにどのような取組がとられているのですか
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